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今
年
５
月
９
日
、
モ
ス

ク
ワ
・
赤
の
広
場
で
、
１

９
４
５
年
に
ソ
連
が
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
勝
利
し
た

こ
と
を
祝
う
恒
例
の
軍
事

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
演
説

の
後
、
数
万
人
の
兵
士
た

ち
が
行
進
す
る
。
観
覧
席

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
周

り
に
は
、
軍
服
や
背
広
に

身
を
固
め
た
お
年
寄
り
た

ち
が
座
っ
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
で
戦
っ
た
元

兵
士
た
ち
だ
。
胸
に
は
、

沢
山
の
勲
章
を
ぶ
ら
下
げ

て
い
る
。

　
兵
士
た
ち
の
行
進
の
後

は
、
緑
褐
色
に
塗
ら
れ
た

軍
用
車
両
の
パ
レ
ー
ド
で

あ
る
。
そ
の
先
頭
を
走
る

の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
使
わ
れ
た
Ｔ
―
34
／

85
型
戦
車
で
あ
る
。
パ
レ

ー
ド
用
に
ぴ
か
ぴ
か
に
磨

き
上
げ
ら
れ
、
誇
ら
し
げ

に
赤
旗
を
掲
げ
る
。
砲
塔

に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

当
時
に
も
使
わ
れ
た
、
武

勲
を
称
え
る
マ
ー
キ
ン
グ

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

戦
車
は
、
１
９
４
５
年
に

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
打
ち

破
っ
た
ソ
連
軍
の
象
徴
で

あ
る
。
年
配
の
ロ
シ
ア
人

に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な

い
戦
車
だ
。

　
ロ
シ
ア
人
た
ち
の
懐
古

趣
味
が
く
っ
き
り
と
表
わ

れ
て
い
る
。
日
本
の
自
衛

隊
の
パ
レ
ー
ド
に
旧
軍
の

97
式
中
戦
車
が
姿
を
見
せ

る
こ
と
は
な
い
が
、
ロ
シ

ア
で
は
70
年
以
上
前
に
開

発
さ
れ
た
戦
車
が
毎
年
こ

う
し
て
堂
々
と
行
進
し
、

年
配
の
市
民
が
拍
手
喝
采

す
る
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
彼

を
支
持
す
る
市
民
層
は
、

ソ
連
が
崩
壊
す
る
前
の
時

代
に
戻
り
た
が
っ
て
い
る

の
だ
。
パ
レ
ー
ド
の
先
頭

を
走
る
戦
車
が
Ｔ
―
34
で

あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
は

っ
き
り
物
語
っ
て
い
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
と
っ

て
は
、
こ
の
目
標
を
実
現

す
る
に
は
、
自
国
民
・
他

国
民
の
犠
牲
者
数
の
数

は
、
あ
ま
り
重
要
で
は
な

い
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
赤

の
広
場
で
の
演
説
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
作
戦
を

「
ナ
チ
ス
と
の
戦
い
」
と

呼
ん
だ
。
彼
に
よ
る
と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ナ
チ
ス
に

支
配
さ
れ
た
地
域
だ
か
ら

だ
。
さ
ら
に
彼
は
「
北
大

西
洋
条
約
機
構
・
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
が
ロ
シ
ア
を
挑
発
し
た

か
ら
、
自
衛
の
た
め
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め
込
ま
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
」
と
述

べ
、
侵
略
戦
争
の
責
任
を

欧
米
に
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
「
ナ

チ
ス
と
の
戦
い
」
と
言
え

ば
、
国
民
は
正
し
い
戦
争

だ
と
信
じ
、
政
府
に
つ
い

て
来
る
。
大
祖
国
戦
争
、

つ
ま
り
独
ソ
戦
で
は
、
約

２
７
０
０
万
人
の
ソ
連
市

民
・
兵
士
が
死
亡
し
た
。

つ
ま
り
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
、
１
９
４
０
年
代
の

ナ
チ
ス
と
の
戦
い
を
、
２

０
２
２
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
を
正
当
化
す
る
た
め

に
悪
用
し
て
い
る
。
軍
事

パ
レ
ー
ド
の
予
行
演
習
で

は
、
黒
服
に
身
を
包
み
、

赤
と
白
の
腕
章
を
着
け
た

ロ
シ
ア
女
性
の
行
進
も
行

わ
れ
た
。
一
見
、
ナ
チ
ス

の
親
衛
隊
に
そ
っ
く
り

だ
。

　
こ
ん
な
国
が
欧
州
に
再

び
出
現
す
る
と
は
、
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
。
極
め

て
危
険
な
状
況
だ
。
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本
書
は
、
１
９
７
０
（
昭

和
45
）
年
刊
行
の
『
マ
リ
ン

査
定
ガ
イ
ド
（
船
舶
保
険
・

貨
物
保
険
編
）
』
、
86
（
昭

和
61
）
年
刊
行
の
『
船
舶
保

険
の
査
定
実
務
』
、
94
（
平

成
６
）
年
刊
行
の
『
〔
改
訂

版
〕
船
舶
保
険
の
査
定
実

務
』
を
実
質
的
に
改
訂
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
前
回
の
出
版
以
降
の
28
年

間
に
生
じ
た
船
舶
保
険
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
条

約
、
法
律
、
典
型
的
な
契
約

書
式
に
関
す
る
も
の
に
限
定

し
て
も
以
下
の
と
お
り
非
常

に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
国
内
法
に
お
い
て
は
、

96
年
に
保
険
業
法
が
抜
本
的

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
船
舶
保
険
に
関
す
る
独

占
禁
止
法
の
適
用
除
外
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

97
年
に
船
舶
保
険
連
盟
に
加

盟
す
る
保
険
会
社
間
に
お
け

る
損
害
査
定
の
共
同
行
為
が

廃
止
さ
れ
た
。
２
０
０
８
年

に
は
保
険
契
約
に
対
す
る
民

事
基
本
法
で
あ
る
保
険
法
が

単
行
法
と
し
て
制
定
さ
れ
、

10
年
に
施
行
さ
れ
た
。
商
法

の
運
送
・
海
商
に
関
す
る
規

定
も
18
年
に
約
１
２
０
年
ぶ

り
に
改
正
さ
れ
、
19
年
に
施

行
さ
れ
た
。
民
法
（
債
権

法
）
も
17
年
に
改
正
さ
れ
、

20
年
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　
船
舶
保
険
約
款
で
準
拠
法

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
英
国

法
に
お
い
て
も
、
１
９
０
６

年
海
上
保
険
法
の
一
部
の
規

定
を
実
質
的
に
改
正
す
る
２

０
１
５
年
保
険
法
が
16
年
に

施
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

代
表
的
な
海
事
国
際
条
約
で

あ
る
１
９
７
６
年
船
主
責
任

制
限
条
約
に
関
し
て
は
、
責

任
限
度
額
を
大
幅
に
増
額
す

る
１
９
９
６
年
議
定
書
が
成

立
し
、
そ
の
後
、
２
０
１
５

年
に
船
主
責
任
限
度
額
は
再

び
大
幅
に
増
額
さ
れ
、
わ
が

国
の
船
主
責
任
制
限
法
も
改

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

海
難
救
助
に
関
し
て
は
、
１

９
９
９
年
に
不
成
功
無
報
酬

の
原
則
に
基
づ
く
伝
統
的
な

財
産
救
助
制
度
を
大
き
く
変

更
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
条
項

が
ロ
イ
ズ
海
難
救
助
契
約
標

準
書
式
（
Ｌ
Ｏ
Ｆ
）
に
導
入

さ
れ
て
い
る
。
共
同
海
損
に

関
し
て
は
、
94
年
、
２
０
０

４
年
、
お
よ
び
16
年
に
ヨ
ー

ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
海
事
あ
る
い
は

海
上
保
険
に
関
す
る
規
律
の

変
化
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
28

年
間
に
海
難
救
助
の
技
術
の

進
展
、
海
外
に
お
け
る
船
舶

修
繕
件
数
の
圧
倒
的
な
増
加

に
伴
う
船
舶
修
繕
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
変
化
等
、
海
事
ク
ラ
ス

タ
ー
の
実
務
に
大
き
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
旧
版
刊
行
以
降

の
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
外
の
規

律
お
よ
び
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー

実
務
の
変
化
を
踏
ま
え
、
現

在
の
わ
が
国
に
お
け
る
船
舶

保
険
の
損
害
対
応
の
実
務
に

つ
い
て
、
現
役
第
一
線
の
実

務
家
が
最
新
の
知
見
に
基
づ

い
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ

り
、
全
体
で
九
つ
の
章
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
１
章

「
船
舶
保
険
損
害
サ
ー
ビ
ス

業
務
の
本
質
・
基
本
動
作
」

で
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
問

題
解
決
お
よ
び
保
険
金
支
払

い
を
念
頭
に
個
々
の
事
案
に

当
た
る
と
い
う
損
害
保
険
サ

ー
ビ
ス
業
務
の
本
質
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
損
害
保
険

サ
ー
ビ
ス
業
務
の
基
本
動
作

で
あ
る
「
１
　
事
実
関
係
の

確
認
お
よ
び
損
害
拡
大
の
防

止
」
、
「
２
　
保
険
約
款
お

よ
び
法
規
に
基
づ
く
て
ん
補

責
任
の
判
断
」
、
「
３
　
損

害
額
の
決
定
と
保
険
金
の
支

払
い
」
、
「
４
　
第
三
者
に

対
す
る
求
償
」
、
「
５
　
事

故
防
止
対
策
の
策
定
と
実

施
」
に
つ
い
て
非
常
に
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
お
り
、

本
章
を
読
む
と
、
船
舶
保
険

の
損
害
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
全

体
像
に
つ
い
て
具
体
的
に
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
今
回
新
た
に
追
加
さ
れ

た
第
２
章
「
船
舶
保
険
契
約

に
適
用
さ
れ
る
保
険
契
約
お

よ
び
法
」
に
お
い
て
は
、
旧

版
刊
行
以
降
の
改
正
・
改
訂

等
が
あ
っ
た
海
上
保
険
に
適

用
さ
れ
る
日
英
の
法
と
諸
規

則
の
体
系
お
よ
び
制
定
経
緯

に
つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、

重
要
な
和
文
お
よ
び
英
文
約

款
の
規
定
に
つ
い
て
具
体
的

に
解
説
し
て
い
る
。
本
章
を

通
し
て
、
適
用
法
と
約
款
と

の
関
係
の
全
体
像
に
つ
い
て

正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
３
章
か
ら
第
９
章
は
、

救
助
、
修
繕
、
全
損
、
船
舶

の
衝
突
、
共
同
海
損
、
そ
の

他
の
船
舶
保
険
の
損
害
サ
ー

ビ
ス
、
求
償
の
実
務
に
つ
い

て
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
「
第
３
章
　

救
助
」
で
は
船
舶
遭
難
時
の

調
査
事
項
、
救
助
作
業
の
概
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海
事
ク
ラ
ス
タ
ー
の
実
務
、教
育
に
大
い
に
貢
献

『
船
舶
保
険
の
損
害
対
応
実
務
』

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
　
編

書書　　評評

要
、
救
助
契
約
に
関
す
る
国

際
条
約
、
救
助
契
約
標
準
書

式
の
変
遷
と
最
新
書
式
、
救

助
報
酬
決
定
プ
ロ
セ
ス
、

「
第
４
章
　
修
繕
」
で
は
船

体
構
造
と
損
傷
修
繕
方
法
の

概
要
、
各
修
繕
費
目
に
つ
い

て
の
実
務
上
の
保
険
て
ん
補

範
囲
、
「
第
５
章
　
全
損
」

で
は
全
損
の
成
立
要
件
、
認

定
の
あ
り
方
、
全
損
金
の
請

求
書
類
、
今
日
的
な
環
境
問

題
を
踏
ま
え
た
船
骸
処
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
る
。
「
第
６
章
　
船
舶
の

衝
突
」
で
は
船
舶
「
衝
突
」

の
意
義
、
損
害
賠
償
の
範

囲
、
事
故
対
応
の
具
体
的
手

続
き
、
「
第
７
章
　
共
同
海

損
」
で
は
共
同
海
損
の
成
立

要
件
、
共
同
海
損
に
認
め
ら

れ
る
費
用
・
損
害
の
範
囲
、

具
体
的
対
応
手
続
き
に
つ
い

て
１
９
９
４
年
ヨ
ー
ク
・
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
、
２
０
０

４
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
規
則
、
さ
ら
に
２
０
１
６

年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

規
則
の
相
違
に
も
言
及
し
つ

つ
解
説
し
て
い
る
。
「
第
８

章
　
そ
の
他
船
舶
保
険
の
損

害
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
建
造
保

険
と
不
稼
働
損
失
保
険
の
概

要
、
「
第
９
章
　
求
償
」
で

は
求
償
の
重
要
性
と
手
続
き

上
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

本
書
に
は
章
末
資
料
と
し

て
、
関
連
法
規
、
和
文
英
文

の
各
種
保
険
約
款
等
の
資
料

が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
資
料
集
と
し
て
も
有
益

で
あ
る
。

　
本
書
は
、
主
と
し
て
保
険

会
社
の
船
舶
保
険
の
損
害
サ

ー
ビ
ス
部
門
で
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
執
筆
さ

れ
て
い
る
が
、
前
記
目
的
に

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
船
舶

保
険
の
他
の
部
門
に
従
事
す

る
実
務
家
、
海
運
会
社
で
船

舶
の
運
航
業
務
に
従
事
す
る

実
務
家
、
船
舶
の
修
繕
お
よ

び
船
舶
検
査
に
従
事
す
る
実

務
家
、
海
事
法
務
を
担
当
す

る
弁
護
士
に
も
大
い
に
参
考

と
な
る
実
務
書
で
あ
る
。
ま

た
、
適
用
さ
れ
る
法
、
国
際

条
約
、
国
際
規
則
、
約
款
、

海
難
事
故
対
応
、
損
害
査

定
、
保
険
金
支
払
い
プ
ロ
セ

ス
、
求
償
の
意
義
に
つ
い

て
、
具
体
的
実
務
と
の
関
連

に
お
い
て
総
合
的
に
学
べ
る

本
書
は
、
海
商
法
お
よ
び
保

険
法
の
研
究
者
に
と
っ
て
も

非
常
に
重
要
な
実
務
書
で
あ

り
、
本
書
を
通
し
て
、
研
究

を
深
め
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
さ
ら
に
、
海
上
保
険
、

船
舶
の
運
航
、
造
船
、
船
舶

検
査
等
、
船
舶
保
険
の
損
害

対
応
実
務
に
関
係
す
る
海
事

ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
い
て
将
来

活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
学
生

を
教
育
す
る
評
者
に
と
っ
て

は
、
本
書
は
学
生
が
将
来
の

職
業
の
土
台
と
な
る
重
要
な

知
識
を
学
修
で
き
る
貴
重
な

教
育
書
で
も
あ
る
。
以
上
の

と
お
り
、
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー

実
務
、
教
育
、
研
究
に
大
い

に
貢
献
す
る
本
書
を
執
筆
さ

れ
た
東
京
海
上
日
動
火
災
保

険
株
式
会
社
の
久
保
治
郎

氏
、
渡
辺
佳
浩
氏
、
ご
担
当

者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
る
。

　（
Ｂ
５
判
／
６
１
４
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
22
年

３
月
18
日
発
行
、
税
込
９
９

０
０
円
）


